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第 ８ 回   熊本県議会  決算特別委員会会議記録 

 

令和２年11月17日(火曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前10時20分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 審査結果の取りまとめ 

 ・決算特別委員長報告の章立てについて 

 ・「第３ 歳入確保と予算執行」について 

・「第４ 施策推進上改善または検討を要

する事項等」について 

――――――――――――――― 

出 席 委 員(12人) 

        委 員 長 田 代 国 広 

        副委員長 髙 木 健 次 

        委  員 松 田 三 郎 

        委  員 小早川 宗 弘 

        委  員 磯 田   毅 

        委  員 河 津 修 司 

        委  員 西 山 宗 孝 

        委  員 竹 﨑 和 虎 

        委  員 池 永 幸 生 

        委  員 城 戸   淳 

        委  員 本 田 雄 三 

        委  員 荒 川 知 章 

欠 席 委 員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 出納局職員出席者 

          会計課長 村 上   勲 

政策調整審議員 

     兼会計課課長補佐 小 夏   香 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 山 本 さおり 

       議事課主幹 若 杉 美 穂 

――――――――――――――― 

  午前９時59分開議 

○田代国広委員長 ただいまから第８回決算

特別委員会を開会いたします。 

 これまで、第２回委員会から合計６回にわ

たって部局ごとの審査を行ってまいりました

が、本日は、決算の認否等及び委員長報告に

向け、審査結果の取りまとめを行いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 まず、委員長報告の章立てについてお諮り

いたします。 

 お手元にお配りしております資料の中の

(案の１)のとおり、昨年と同様、５章立てで

作成したいと思いますが、よろしいでしょう

か。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○田代国広委員長 次に、５章のうち、第

３、歳入確保と予算執行及び第４、施策推進

上改善または検討を要する事項等についてお

諮りいたします。 

 内容は、それぞれ(案の２)、(案の３)のと

おりです。 

 これは、これまでの部局ごとの審査におい

て、各委員からいただきました多数の意見や

要望につきまして、できるだけ委員会の総意

となるよう留意しながら、重点を絞って取り

まとめたものであります。 

 なお、ここで取り上げなかった項目につき

ましては、委員会会議記録に記載されますほ

か、当然、執行部において改善、検討が行わ

れるものと考えております。 

 まず、(案の２)、第３、歳入確保と予算執

行でありますが、これは総論に当たる部分で

あり、各部局に共通する重要な点について取

りまとめ、本委員会の基本的考えを示したと

ころであります。 

 次に、(案の３)、第４、施策推進上改善ま

たは検討を要する事項等については、各論に

当たる部分であり、各部局に関する事項につ

いて取りまとめたものであります。 
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 それでは、まず、それぞれの案を担当書記

に朗読させます。 

 

○山本議事課主幹 

（案の２） 

第３ 歳入確保と予算執行 

  次に、歳入確保と予算執行について申し

上げます。 

まず、歳入確保のうち、収入未済の解消

については、関係部局の取組により、一般

会計で前年度比約700万円の減であり、平

成21年度の約62億円をピークに10年連続で

減少するなどの成果が認められますが、一

般会計で約26億円、特別会計全体で約31億

円が収入未済となっております。引き続

き、貴重な自主財源の確保と県民負担の公

平・公正の維持の観点から、費用対効果も

踏まえ、効率的な徴収の促進に取り組むよ

う指摘したところであります。 

次に、予算の執行については、厳しい財

政状況の中、おおむね所期の目的を達成し

たものと認められます。 

しかしながら、各部局において、事務的

経費の節減以外にも不用額を出している事

業が見受けられますので、限られた財源を

より効果的に活用するためにも、次年度の

予算編成及び執行に当たっては、現場の状

況を的確に把握するとともに、さらに工夫

を重ねるよう指摘、要望したところであり

ます。 

以上、令和元年度決算の全般的な事項に

ついて申し上げましたが、本県財政は、熊

本地震からの復旧、復興に全力で取り組ん

でいる中にあっても、財政健全化の取組に

より、県債残高が減少するなど、改善が見

られます。 

一方で、本年度、本県は、熊本地震から

の復興途上にある中、新型コロナウイルス

感染症の拡大、令和２年７月豪雨災害に見

舞われ、県民の生命、財産に甚大な被害が

発生するとともに、県民の生活や地域経済

に深刻な影響が及んでいます。 

また、令和２年９月補正予算は、財政調

整用４基金を全て取り崩して編成されるな

ど、今後の景気動向や地方財政を巡る状況

の変化等によっては、厳しい財政運営を強

いられるおそれがあります。 

そのような中にあって、引き続き、新型

コロナウイルスの感染拡大防止と、地域経

済や県民生活の回復のベストバランスに取

り組むとともに、熊本地震、そして県下に

甚大な被害をもたらした令和２年７月豪雨

からの復旧、復興を迅速かつ着実に進めて

いくためにも、より一層の財政健全化に向

けた取組を求めるものであります。 

さらに、歳入面では税収の確保、未収金

の早期解消等に、歳出面では一層の事務事

業の見直しと効率的、計画的な執行に取り

組み、併せて国に対して財政支援を継続的

に働きかけるなど、財源確保に努めるよう

求めるものであります。 

（案の３） 

第４ 施策推進上改善または検討を要する

事項等 

  審査の過程において各委員から出されま

した施策推進上改善または検討を要する事

項等について申し上げます。 

【共通】 

１ 未収金対策について、公平性の観点か

ら、引き続き、適正な債権管理と徴収対

策の推進に努めるとともに、必要に応じ

て外部委託を活用するなど、職員の負担

軽減の取組も進めること。(健康福祉

部、商工労働部、土木部) 

【企画振興部】 

２ 地域づくりチャレンジ推進事業につい

て、地域づくり団体の方々から役に立つ

という声を聞いており、地域での期待も

大きいことから、十分に活用されるよう

に事業推進に取り組むとともに、引き続
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き、書類の簡素化等、申請者が利用しや

すい制度となるよう努めること。 

【健康福祉部】 

３ 発達障がい者支援センターは、発達障

害を持った子供及びその保護者の支援を

行う上で大きな役割を担っており、今後

さらに重要性を増すことが予想されるこ

とから、センターのさらなる充実を図る

こと。 

【農林水産部】 

４ 有害鳥獣に係る農業被害について、関

係各部各課が連携した対策により減少傾

向にあり、事業効果も上がっているが、

農林漁業者等住民の不安も強いことか

ら、一層の対策に取り組むこと。 

【土木部】 

５ 多額の明許繰越が生じており、やむを

得ない事情は理解するものの、本来、当

初予算は年度内執行が原則であることを

十分に踏まえ、計画的な事業執行に取り

組むこと。 

６ 国際クルーズ拠点として整備されたく

まモンポート八代について、コロナ禍で

クルーズ船の受入れが難しい状況にある

が、クルーズ船が寄港できないときの利

活用や県民が楽しめるような取組につい

て検討を進めること。 

【教育委員会】 

７ 昨年度の全国でのいじめ認知件数が過

去最大となっており、いじめ対策など子

供の安心、安全には様々な角度から取り

組まれていることは理解するが、重要な

課題であり、しっかりと予算を活用する

とともに、必要であればさらに予算措置

をする等、子供たちの心のケア、いじめ

対策、不登校の課題解決に一層取り組む

こと。 

８ 国費事務に関する未収金について、国

との協議により、引き続き、未納の解消

に努めること。 

【企業局】 

９ 昨年売却された風力発電事業の最終的

な収支が３億1,500万円の赤字であった

ことから、今後、新たな事業に取り組む

際には、十分に収支の見通しを立てて取

り組むこと。 

【病院局】 

10 県立の精神科医療機関として児童・思

春期医療が重要な役割を担っていること

に鑑み、その専門医の確保について、引

き続き、大学病院に働きかけるととも

に、他県から医師を確保するなど、さら

なる対策に取り組むこと。 

【警察本部】 

11 警察職員の定員について、これまでの

取組により、警察官１人当たりの負担人

口は徐々に改善されてはいるが、いまだ

全国平均を上回り、九州でも一番多いの

で、県民の安全・安心の確保のため、引

き続き、定員増に向けた取り組みに努め

ること。 

12 高齢者の自動車運転については、全国

的にペダルの踏み間違い等による事故が

多発しており、高齢運転者による重大事

故を未然に防止するためにも、免許の自

主返納を促進する取組の一層の推進を図

ること。 

 以上です。 

 

○田代国広委員長 ただいまの案について、

御意見があればお願いしたいと思います。 

 何か御意見ありませんか。ないですか。 

 

○松田三郎委員 おはようございます。 

 まず、案の２、歳入確保と予算執行の――

これは、私、久しぶりですので、会計課長に

お尋ねしたほうがあれかもしれませんが、も

ちろん中身については全く異存ありません

し、我々が議論したことでございますが、こ

れは、バランスがどう――あくまで令和元年
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度の決算で、もちろん厳格に考える必要もな

くて、要は、我々も、元年度の決算の議論を

通じて、２年度以降の今後のことも射程に入

れて予算執行等々を考えていくのが役割だと

は思っております。ただ、例年に比べると、

例えば２枚目の最後のほうですね、「一方

で」以降というのは、もちろん熊本地震があ

ったり、コロナがあったり、今年度の災害が

あったりていうので、非常に厳しいことが今

後予想されるっていうことはもちろんでござ

いますが、これ以降、しかも、次のページの

「また」以降は、９月補正予算の取崩し云々

というところまで記述されているていうこと

は、例えば来年度の決算の審議の中で、これ

もある程度何か文言として拘束されてしまう

ので、ここまで言うのはどうなのかなという

のを素朴に疑問に思ったんですけれども、と

か記述のバランスで、あんまり２年のことば

っかり半分ぐらい書いてしまうのも総括的に

どうかなと思いますけれども、そういうこと

は、ここ数年私出ておりませんので、どうか

なと純粋に疑問に思うんですけれども、どう

ですか。 

 

○田代国広委員長 越権行為という形…… 

 

○松田三郎委員 かなと、記述が多過ぎて。

これは、もう最近のことでしょう、令和２年

９月補正予算の基金の取崩し、編成ていうの

は。これは事実で、今後もちろん心配される

ことですけど、これは２年度のもう真ん中ぐ

らいまでの話まであってしまうのは――いや

いや問題ないですと言うなら、もちろん記述

どおりこれでいいと思いますけど、どうなの

かなと思いまして。 

 

○村上会計課長 次年度のことを全く書かな

いということもあるのかもしれませんが、今

の状況でございますので、ある程度、そこの

記述される部分については、構わないのでは

ないかなということで思ってるところではご

ざいます。 

 ただ、どこまで書くかについては、それ

は、その委員会のほうで、そこはどういった

表現にされるかについてはお決めいただくよ

うな形になるのではないかなというふうに考

えているところでございます。 

 

○田代国広委員長 特別大きな問題はないち

ゅうことですよね。 

 

○松田三郎委員 分かりました。 

 冒頭申し上げましたように、ちょっと異例

な状況で、熊本県経済も、度重なる、知事が

言うトリプルパンチを受けてるわけで、今後

のことを心配しているのは、もちろんこの決

算の委員のみならず、県議会全体でも注目し

てるところでありますんで、まあ越権行為と

まではならないんであるならば、来年度決算

の委員の方々が、何で去年ぎゃんことまで書

いとっどかということはないとは思いますん

で、じゃあそういう説明であるなら理解しま

す。 

 以上です。 

 

○田代国広委員長 特別な事情ちゅう形で、

例年だとここまでないかもしれませんけれど

も、やはり様々な災害も発生したし、コロナ

もありました関係で、特殊な事情があったこ

とは紛れもない事実だと思いますので、でき

ればこのような形でしたいと思いますが、い

かがでしょうか。 

 

○松田三郎委員 全く触れぬとも不自然でし

ょうけんね。 

 

○田代国広委員長 いいですか。 

 

○松田三郎委員 はい。 
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○河津修司委員 案の３で、農林水産部、有

害鳥獣の被害について、連携した対策により

減少傾向にあるという表現ですが、私たちの

実感としては、減少しているという実感はな

いんですが、これでいいもんですかね。何か

逆に増えてるような、自分たちの周りでは増

えてるような気はするんです。ただ、農林水

産部の説明では、減少傾向という説明は確か

にされとったけどですね。実感は、とてもそ

ういう…… 

 

○田代国広委員長 実感としてはないわけで

すね。数字的に減っとっとかもしれませんけ

れども。 

 

○河津修司委員 その数字は、どこの数字を

もって言うのかどうかはあるんですけれども

……。(発言する者あり) 

 

○田代国広委員長 これはどう取り扱います

か、今の点は。 

 

○磯田毅委員 被害額自体は減少傾向て言い

ながらも、実は、毎年被害を受ける人たちの

中には、もう諦めて作らぬという部分が入っ

とらぬけんこういう表現になっとかもしれぬ

ですけれども、私はそう思いますけれども。

ですから、表現をどう変えるか、ちょっと河

津委員の…… 

 

○田代国広委員長 議会の最後の委員会で

も、改めてまた提案するようにいたします

か。何か文言を適当に。 

 

○河津修司委員 ちょっと表現変えたらと思

うんですが。 

 

○田代国広委員長 どうですか、今の意見に

ついて。 

 

○磯田毅委員 そこを補う文面ばでしょう。 

 

○田代国広委員長 どぎゃんしたふうに変え

る。 

 

○池永幸生委員 もしそういったふうで耕作

面積が少なくなったっていうことは、もう被

害に遭ってるわけですね。それを想定して減

らしたわけでしょうから。 

 

○磯田毅委員 国のほうも、120万頭ぐらい

の予算が今年は140万頭、やっぱり配付する

というあれになっているというのは、やっぱ

り被害が大きかったけん、国も予算をたくさ

ん増やしたっじゃなかでしょうかね。 

 

○田代国広委員長 やっぱり執行部の顔もち

っとは立てなんけん書いたっだろ。 

 

○松田三郎委員 委員長おっしゃるとおり

で、数字の上で、ある一部分は――前段に書

いてあるようにですね、各部各課が連携した

対策によって減少傾向のところもあるという

のは、ある程度評価してやらぬとかわいそう

でしょうから、後段に、引き続き頑張ってよ

ということであるならば、例えば、連携した

対策により一部減少傾向が見られるところも

あるがとか、ていうふうにつなげるとか、後

は委員長、副委員長にお任せしますけれど

も、要は褒めながら後段はもうちょっと…… 

 

○磯田毅委員 一部というと。 

 

○松田三郎委員 一部と言えば、さっき言い

なはるごと、毎回被害を受けるところは、い

やいやうちは全然減っとらぬばいと言いなは

るし、数字上は減っとっとですけれども、こ

の地域はと言えば、まあ言えないこともない

とかですね。 
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○西山宗孝委員 今松田先生おっしゃったと

おりだと思うんですが、元年度の決算ベース

でこのことの報告になるわけですよね、この

イノシシについても。そうすると、元年度に

ついては、実態として、今松田先生がおっし

ゃったように、数字的には減っとるという実

情はあるので、しっかり、鉄柵があったと

か、一部耕作をやめたという方々がどれぐら

いの割合かも我々も把握しておりませんの

で、努力はされて減ってきたということは、

元年ベースでいうと事実だろうとは思うんで

すけれども、あまり細かく書き過ぎると、詳

細な数字とかを確認しなきゃならぬと思うの

で、そんなに問題はないかなと思いますが。 

 

○田代国広委員長 減少傾向にある。――異

論が出るかもしれんな、この点については。 

 

○松田三郎委員 だから、一部減少傾向にあ

ると言えるがとか入れれば。 

 

○磯田毅委員 一部という言葉を入れれば、

それで済むとじゃなかですかね。 

 

○西山宗孝委員 そうですね。 

 

○松田三郎委員 読んどる人間は何のことか

よう分からぬ。それで説明はつくかなと。 

 

○田代国広委員長 そういうことでいいです

かね。 

  （｢はい」と呼ぶ者あり) 

○田代国広委員長 じゃあ、今度の最後の委

員会のときにそういう形で提案しますので、

よろしくお願いします。 

 ありませんか。 

 

○松田三郎委員 これは、委員長報告とかで

12月議会に印刷して皆さんに配られるので、

ちょっと細かいところですけれども、取り組

むとか取組ていうのは、名詞、動詞が出てき

ますけれども、これは、例えば行政の使用例

か一般的な使用例かどっちか分かりません。

例えば、最後のページの11の１行目ですね。

｢これまでの取組により」というのと、最終

行の「取り組みに努める｣、動詞の場合と名

詞で送り仮名が、例えば「り」を入れる、

｢み」を入れるとか、｢む」を入れるとか、名

詞は入れないとかって、これがあったと思い

ますけれども、これは、同じ名詞でもちょっ

と違う使われ方していますんで、ほかも取組

が出てきたり、取り組むが出てきたりです

ね。 

 これは、どっちか統一、どっちかって、動

詞の場合は「り」と「む」が要るとか、名詞

で言い切る場合は「み」だけとか、多分それ

は――もう一回確認していただいてですね。 

 それと、もう１点よございますか。 

 

○田代国広委員長 どうぞ。 

 

○松田三郎委員 これは、特別、委員の発言

だったかどうか記憶しておりませんが、教育

委員会、７の３行目に、子供の安心、安全

と。これが固有名詞とかじゃないならば、ほ

かのところでは安全、安心と。一般的にも、

何とかの安全、安心ていう順番が一般的です

し、教育委員会の部署、課も安全安心推進課

とかなっておりますんで、ここは、取り立て

て理由がないならば、通常の使い方の順番に

統一したほうがいいかなと思いますんで。 

 以上でございます。細かいことですみませ

ん。 

 

○田代国広委員長 分かりましたか。 

 

○田代国広委員長 それでは、本日の審査で

の結果を踏まえて、さらに検討の上、次回の

委員会で委員長報告(案)を提案することとい

たします。 
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 次に、次回、第９回委員会は、11月25日、

本会議終了後直ちに開会し、決算の認否等及

び委員長報告(案)の審議を行いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして本日の委員会

を閉会します。 

 本日は、御苦労さまでした。 

  午前10時20分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

  決算特別委員会委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


